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他社媒体による周知 

 

他社媒体用広告バナー 

 

 

 

 

 

▲◀飲食店向けの他社媒体でも食べログでの

加盟を訴求する記事広告とバナーを掲載し、

加盟店を募集しました。 
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加盟店向けノベルティ（テーブルテント） 

 

 

  
▲ユーザーへのキャンペーン告知と、感染症対策として食べログ

のデジタルメニュー利用促進を狙って QR コード付テーブルテン

トを加盟店にノベルティとして配布 
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４ 消費者の利用促進 

（１）概要 

GoToEat キャンペーンでは、2020 年 10 月 1 日～2020 年 11 月 15 日までに食べログ上でネット予

約を行ったユーザーに対して、次回以降の食べログでのネット予約で利用できる GoToEat ポイントを来店

後に付与し（ランチ：1 人 500pt、ディナー：1 人 1,000pt）、飲食店の利用を促進しました。付与し

たポイントは、4 度の期間延長により最終的に 2022 年 8 月 31 日（来店期限は 2022 年 10 月 31

日）まで利用可能としました。 

 

（２）消費者の利用促進施策 

月間ユニークユーザー数が 1 億を超える食べログのユーザーの GoToEat キャンペーンに対する認知を最

大化するため、通常他社に提供している食べログサイトのトップページや広告枠にキャンペーンを周知する

広告を掲載し、GoToEat キャンペーンの認知・利用促進を図りました。 

また、新たなユーザーや食べログの利用頻度が高くないユーザーへのキャンペーンの認知や、ネット予約の利

用促進を目的とし、マス広告（YouTube）や、自社他サービスを含む他サイトへの広告配信（リスティ

ング広告やアフィリエイト広告等を含む）によりキャンペーンを幅広く訴求しました。なお、コロナウイルス感染

者数が増加した時期には広告配信を停止する等、状況に応じて臨機応変に対応を行いました。 

 

食べログサイトでの訴求：トップページ 

 

 ▲食べログのユーザー向けにサイトトップページにキャンペーン利用

を告知するバナーを掲載し、ネット予約の利用を訴求しました。 



ページ | 16  

 

 

食べログサイトでの訴求：広告枠 

 

 

 

 

◀店舗を検索する

ページや店舗ページ

でもキャンペーンを告

知するバナーを掲載

し、ネット予約の利用

を訴求しました。 
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利用者向けランディングページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲食べログサイト上にユーザー向けキャンペー

ンのランディングページを作成し、ネット利用を

訴求するとともに、利用に際しての Q＆A や、

キャンペーン期間延長の告知などのお知らせ

を掲載しました。 
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自社他媒体 icottoでの訴求 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マス広告（YouTube） 

 

 

 

 

  

◀自社の他媒体でも

キャンペーンを告知する

記事広告とバナーを掲

載し、食べログでのネッ

ト予約の利用を訴求

しました。 

 

◀YouTube での動画広告を配信し、広く

キャンペーンを告知し、食べログでのネット予約

の利用を訴求しました。 

（画像は配信した動画広告のキャプチャとな

ります。） 
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５ 代金の振込 

（１）概要 

キャンペーン期間中、加盟店へのポイント利用分の代金について、2020 年 11 月から 2023 年 1 月の

期間、月次で振り込みを実施しました（前月来店した予約のポイント利用分を振込）。また、実績確認

監査等事業者へ店舗別の振込実績一覧、および証拠書類（金融機関の振込明細、振込金額内の本

キャンペーンポイント相当額の明細）を月次で報告しました。 

口座情報の変更等により、振込不能が発生した場合には、加盟店に対して、e メール・架電による口座

情報更新の依頼や営業担当によるフォローを行い、振込が正常に行われるように努めました。 

 

（２）振込実績 

加盟店への代金振込日程、実績は以下になります。 

 

※1、※2、※3 キャンペーン開始時と終了時に、口座情報の変更等により振込不能が発生した加盟店

による振込口座情報修正に対応して、臨時対応の振込を行いました。  



ページ | 20  

 

６ 実績確認監査等事業者への報告、相談窓口・

申請案内等事業者との連携 

（１）実績確認監査等事業者への報告等 

実績確認監査等事業者との連絡窓口も事務局内に設置し、以下の対応を行いました。 

・事業開始に当たり、毎月の報告やキャンペーン期間終了後の報告を円滑に行うための事前のテスト報

告 

・T ポイント・ジャパンにて管理されているポイント付与・利用・失効数を受領し、実績データを日次で集計

した上で、CSV ファイルにて実績確認監査等事業者へ週次で報告 

報告内容は、ユーザ ID 単位、予約単位での本キャンペーンのポイント付与・利用・利用キャンセル・失

効数。キャンペーン期間延長の際には、延長のタイミングでのユーザーID 単位、予約数単位でのポイント

失効数と再付与数も報告 

・代金振込につき、店舗別の振込実績一覧となる CSV ファイル、および証拠書類（金融機関の振込明

細、振込金額内の本キャンペーンポイント相当額の明細）を月次で報告 

実績報告や根拠資料のデータ提出に当たっては、複数データソース、もしくは複数の集計方法などによる

整合性のチェックを行う、ダブルチェックを行う等で正確性を担保し、報告結果に対しては、実績確認監査

等事業者が行う不正防止のためのヒアリング、システム監査に都度協力しました。 

 

（２）相談窓口・申請案内等事業者との連携 

相談窓口・申請案内等事業者との連絡窓口を事務局内に設置し、以下の対応を行いました。 

・相談窓口・申請案内等事業者から提供されたキャンペーン全体の Q＆A を食べログサイトのランディング

ページに掲載 

・GoToEat の全体のページへの食べログでのキャンペーンの実施概要、加盟登録窓口、問い合わせ窓口

などの情報を提供 

・加盟店舗の情報を、相談窓口・申請案内等事業者様に週次で提供 

等、事業の基本的内容を利用者と飲食店に説明するために必要となる情報を提供し、相談窓口・申請

案内等事業者と連携した広報を実施することに協力しました。 
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７ 不正防止対策 

（１）概要 

加盟店並びに利用者による不正防止対策の実施として、以下を行いました。 

【加盟店に対する不正防止対策】 

加盟要件の偽装、実態のない店舗の加盟に対する対策として、以下の対応を行いました。 

・参加申込の必須条件として、参加要件を満たすことを飲食店に表明するよう要求 

・実態のない店舗の登録を防止するため、キャンペーン申込店舗に対して、架電、もしくは、営業による確

認を必須化 

・加盟後も加盟要件である感染症拡大予防対策の要件を満たしていない店舗につき、ユーザーからの問

い合わせフォームを店舗ページに設け、問合せがあった店舗には架電し、事実確認・改善を要求 

・農林水産省から感染症拡大予防対策や営業業態について要件を満たしていない可能性があると情報

提供を受けた店舗についても同様に対応 

 

【利用者に対する不正防止対策】 

不正なポイント付与を防ぐ仕組みとして、以下の対応を行いました。 

・キャンペーン前より同一ユーザーが同一日時に別の店舗にネット予約できないよう設定 

・ポイント付与の対象となるユーザーをログインユーザーに限定するよう改修 

・同一ユーザーが利用しているとみられる場合、実来店を確認 

・不正が疑われるユーザーに対し、個別に状況確認した上でネット予約機能を停止、付与したポイントが

利用できないよう管理。監査法人や農林水産省から情報共有されたユーザーについても、同様の対応を

実施 

・店舗関係者による不正なポイント付与が疑われる場合にも事実関係の聞き取りを行い、同様の対応を

実施 

・農林水産省の要請を受け、ユーザーに対してポイント付与額を上回る飲食をしてもらうようランディング

ページや予約フォームでユーザーに告知 
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【弊社内の不正防止対策】 

 ポイント付与において、対象者のデータは要件を満たしたユーザーを DB より自動で抽出しているため、

人為的にリストを作成するプロセスはありません。また、DB にアクセスできる従業員（エンジニア）を制限し

ており、アクセスした従業員の履歴も管理し、後から遡れるようにしていました。 

 

（２）対応実績 
不正防止対策についての実績は、以下になります。 

【店舗に対する不正防止対策】 

感染症拡大予防対策窓口処理件数：2,180件 

 

【利用者に対する不正防止対策】 

GTE ポイント付与停止ユーザー数：1,360 ユーザー 

主な停止理由：実来店が確認できない予約等 

 

ネット予約機能停止ユーザー数：136 ユーザー 

主な停止理由：上記不正がポイント付与後に発覚した場合、店舗関係者による予約等 

 

加盟登録解除店舗数：19店舗 

主な登録解除理由：感染症拡大予防対策未実施等の加盟要件違反、ポイントの目的外利用 

（現金でのキャッシュバックキャンペーンの実施）等 
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８ コールセンターの設置 

（１）概要 

下記窓口を設置し、キャンペーン中の加盟店向け、利用者向けの問い合わせに対応しました。 

加盟店向け問い合わせ電話窓口、メール窓口 

キャンペーン開始に合わせて増加する飲食店からのキャンペーン全般に関する問い合わせに対応するため、

電話窓口については、2020 年 10 月 1 日～2021 年 1 月 31 日まで最大 11 名増員、メール窓口に

ついては、2020 年 10 月 1 日～2020 年 12 月 31 日まで 4 名増員し（※操作サポートメール窓口

と兼任）対応を行いました。上記期間以降も、通常の人員体制にて問い合わせに対応いたしました。 

操作問い合わせ電話窓口、メール窓口 

ネット予約増加に合わせて増加する管理画面等の操作サポートに対応するため、2020 年 10 月 1 日

～2021 年 3 月 31 日まで最大 41 名増員、メール窓口については、2020 年 10 月 1 日～2021 年

10 月 31 日まで最大 4 名増員し（※加盟店向け問い合わせメール窓口と兼任）対応を行いました。

上記期間以降も、通常の人員体制にて問い合わせに対応いたしました。 

感染症予防対策の店舗確認、是正フォロー電話窓口 

感染症予防対策関連のトラブルの申告があった場合に店舗に対して、事実確認、対策徹底の依頼を行

うフォロー架電を行うため、2020 年 10 月 1 日～2022 年 9 月 16 日まで 1 名体制で対応を行いまし

た。 

ネット予約トラブルフォロー電話窓口 

ネット予約増加に合わせて増加するネット予約トラブルに関する店舗フォロー、確認等に対応するため、

2020 年 10 月 1 日～2022 年 3 月 31 日まで 1 名増員し対応を行いました。上記期間以降も、通

常の人員体制にて問い合わせに対応いたしました。 

利用者向け問い合わせメール窓口 

キャンペーン開始に合わせて増加する利用者からのキャンペーン全般に関する問い合わせに対応するため、

2020 年 10 月 1 日～2022 年 10 月 31 日まで最大 25 名増員し対応を行いました。 
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（２）対応実績 

各窓口の対応実績は、以下になります。 

加盟店向け問い合わせ電話窓口：2,861件 

 

主な問い合わせ内容：GoToEat キャンペーンの参加方法、開始時期、ネット予約の基本的な設定や

運用方法、ポイント付与・利用機能の仕組み、ユーザー対応等 

操作問い合わせ電話窓口：37,904件 

 

操作問い合わせメール窓口：20,375件（加盟店向け問い合わせメール窓口の件数含む） 

 

主な問い合わせ内容：管理画面の操作方法全般、ネット予約関連の操作方法等 

感染症予防対策の店舗確認、是正フォロー電話窓口：2,180件 

 

主な問い合わせ内容：席の間隔がない、パーティションがない、店員がマスクをしていない、消毒液を用意

していない等 

ネット予約トラブルフォロー電話窓口：633件 

 

主な問い合わせ内容：来店したら予約がとれていないと言われた、来店したらお店が閉まっていた、ポイン

トが利用できなかった等 

利用者向け問い合わせメール窓口：44,747件 

 

主な問い合わせ内容：GoToEat キャンペーン期間や条件、予約がポイント付与対象になっているかの確

認、付与ポイントの確認、店舗への問い合わせ等 
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９ 所感 

 株式会社カカクコムでは、コロナウイルスの感染拡大もあり、４度の期間延長をはさみ、2020 年 9 月

15 日～2022 年 10 月 31 日の期間（ポイント利用終了後の来店のみ期間を含む）、GoToEat

キャンペーン事業に取り組んだ。4 万店を超える飲食店にキャンペーンに参加いただき、付与ポイントに対し

て約 89%の利用がなされ、一定の成果を上げることができたと考えている。 

 同事業に関しては、飲食店が固定費をかけずにキャンペーンに参加できるよう新たに提供した「ネット予

約キャンペーンプラン」を通じたキャンペーン参加の受付もあり、コロナウイルスの感染拡大による厳しい市況

下の中でも多くの飲食店に加盟いただくことができた。また、高いポイント利用率からもわかるように利用者

からも概ね好評であった。 

 ポイント利用については、利用者へのキャンペーン訴求だけでなく、当初翌月付与を想定していたポイント

付与を来店から 8 日後の付与に改善したことや予約の際のポイント利用の導線を改善するなど、利用者

の利便性を向上させたことも高い利用率の一因となったと考えている。 

 一方で、キャンペーン期間延長を想定できず、ポイント管理上、期間延長の際に付与ポイントを一度失

効した上で、一定期間を経て再付与する運用をとらざるを得ず、利用者のポイント利用に不便をかけた点

は反省材料となる。 

 しかしながら、上記の期間延長に関する告知や付与ポイントに満たない飲食の利用に対する注意喚

起、感染症予防対策や不正利用に際しての加盟店、利用者とのコミュニケーションなど、発生した課題に

対して、期間を通して柔軟に対応することができ、結果として、大きな混乱もなく比較的円滑な運営ができ

たと考えている。 

  

 加盟店へのポイント利用代金の振込についても、口座情報不備による振込不能に対して、通常より加

盟店へのコミュニケーションを強化し、正しい口座情報に更新いただくことで、振込できない加盟店を大きく

減らすことができた。 

 

 コロナウイルスの感染拡大に伴う緊急事態宣言やまんえん防止等重点措置による飲食店の営業時間

の短縮や酒類の提供停止等の要請もあり、期間中のポイント利用が不安視されたこともあったが、多くの

飲食店や消費者に参加いただき、最終的には、一定の飲食需要の喚起を図ることができた施策だったと

考えている。 


